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成分、メーカー 適応症、用法･用量 作用
本品１００ｇ中

日局ゴマ油(胡麻)100.0g

日局シコン(紫根)10.0g

日局トウキ(当帰)10.0g

上記の割合で得た油性エ
キス71.2gと
日局サラシミツロウ(白
蠟)27.0g

日局豚油1.8g

を含有する。

５０１ツムラ紫雲膏

漢方薬の軟膏です。

やけど、痔の痛み、肛門
裂傷の治療

患部を清潔にしたのち、1

日数回適量を直接患部に
塗布、あるいはガーゼに
のばして貼付する。

ー薬効薬理ー
●創傷治癒促進作用
第３度熱傷受翔傷マウスに塗
布したところ、表皮再生が促
進した。

～漢方薬と皮膚トラブル～
紫雲膏について

こんな場合に適しています

◎比較的体力の低下した人で、
分泌物の少ない場合に用いる。

１)火傷、痔核による疼痛、肛門
裂傷に用いる

開発の経緯及び特徴

本剤は、漢方の古典(外科正宗)に記載さ
れている漢方(潤肌膏)を花岡⻘州が⼯夫
創製した軟膏剤(紫雲膏)を基本に製剤化
し、これを製造承認申請し、承認され
た医療用漢方製剤「ツムラ紫雲膏」で
ある。
本剤はゴマ油、シコン、トウキから得
た油製エキスにサラシミツロウ、豚脂
を加えた油脂性軟膏剤である。
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